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連結子会社間の吸収合併及び債権放棄に伴う特別損失の計上（個別）に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年 11 月 13 日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ポップティー

ン（以下「ポップティーン」といいます。）を存続会社とし、同じく当社の連結子会社であるフォーサイド

メディア株式会社（以下「フォーサイドメディア」といいます。）を消滅会社とする吸収合併（以下「本合

併」といいます。）を下記のとおり決議いたしましたので、お知らせいたします。また、本合併にあたり、

当社がフォーサイドメディアに対して有する債権を放棄することを決議しましたので、併せてお知らせい

たします。 

なお、本合併は、連結子会社間の合併であるため、開示事項・内容を一部省略しております。  

 

記 

 

１．本合併の目的 

 当社グループの事業再編の一環として、連結子会社間の組織運営の強化及び業務の効率化によるコスト

削減並びに収益の向上を図ることを目的として本合併を行うことといたしました。 

 

２．本合併の要旨 

（１）合併の日程 

   合併契約取締役会決議日（当社）     2023 年 11 月 13 日 

   合併契約締結日（各当事会社）      2023 年 11 月 13 日 

   合併契約承認臨時株主総会（各当事会社） 2023 年 11 月 13 日 

   合併期日（効力発生日）         2024 年 １月 １日（予定） 

    

（２）本合併の方式 

   ポップティーンを存続会社とする吸収合併方式で、フォーサイドメディアは解散いたします。なお、 

フォーサイドメディアは債務超過となっておりますが、本合併に先立ち、当社がフォーサイドメディ 

アに対して有する債権を放棄し、債務超過を解消した後に本合併を行う予定です。 

（放棄する債権の内容） 

 債権の種類  長期貸付金、長期未収入金 

債権の金額  161,500 千円（予定） 

実施日    2023 年 12月 31 日（予定）   

 

（３）本合併に係る割当ての内容 

   本合併は、連結子会社間の合併であるため、新株の発行及び合併交付金の支払いはありません。 

 



（４）本合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   該当事項はありません。 

 

３．合併当事会社の概要 

 存続会社 消滅会社 

（1）商号 株式会社ポップティーン フォーサイドメディア株式会社 

（2）本店所在地 東京都中央区日本橋室町三丁目３

番１号 

東京都中央区日本橋室町三丁目３

番１号 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役 飯田 潔 代表取締役 吉村 由香子 

（4）事業内容 出版事業、電子書籍配信事業 出版事業 

（5）資本金 30 百万円 10 百万円 

（6）設立年月日 2014 年 11 月 14 日 2019 年７月 12 日 

（7）発行済株式総数 4,000 株 100 株 

（8）決算期 12 月 31 日 12 月 31 日 

（9）大株主及び持株比率 株式会社フォーサイド 100％ 株式会社フォーサイド 100％ 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

   2022 年 12 月期  2022 年 12 月期 

純資産 △7,955 千円 △116,706 千円 

総資産 123,274 千円 27,856 千円 

１株当たり純資産 △7,955.58 円 △1,167,063.70 円 

売上高 328,798 千円 68,897 千円 

営業利益 △74,120 千円 △23,108 千円 

経常利益 △74,060 千円 △22,439 千円 

当期純利益 △97,958 千円 △23,705 千円 

１株当たり純利益 △97,958.18 円 △237,057.76 円 

 

４．本合併後の状況 

 本合併後の存続会社であるポップティーンの名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及

び決算期に変更はありません。 

 

５．今後の見通し 

本合併は、連結子会社間の合併であるため、当社の連結業績への影響は軽微であります。また、当社が、

放棄する債権金額のうち 131,930 千円は、個別財務諸表において 2022 年 12 月期までに貸倒引当金を計上

しているため、2023 年 12 月期の当社の個別決算においては 29,570 千円の特別損失を計上する予定です。 

なお、2023 年 12 月期の連結決算においては相殺消去されるため、本債権放棄による連結業績に与える

影響はありません。 

 

以上 


